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泌尿器科診療から見?こ世相
若輩のことで，そう古いことは分らないが，二十年に
充たぬ乏しい経験から見ても，患者の気質，疾患の種類
などにかなりの変遷があるように思われる。
戦前のことは諸先輩の話でしか知らないが， どこの大
学でも泌尿器科の外来は，その圧倒的多数が淋疾の患者
で占められ，当時はまだプロントジーJレなどのサノレファ
剤が驚異の卓効を奏したという， うらやましいような時
代であった。そして入院症例も淋疾がかなりの数を占
め，従って，外来入院を通じて泌尿器科の患者はおよそ
お上品とはいい難かったようである。これが故か医師も
同様の噂があとをたたなかったとか。然し，昭和27，.28
年頃になると，外来でも淋疾~尿道炎の例は全外来例の
半数程度となり， また入院例では皆無となってしまっ
た。
その頃は，外来にはしばしば突飛な患者が受診し，排
尿にかんして問診しでもすべて回答は性的なことしか述
べないで手こずらしたり，また性器に対する悪戯(男女
を問わず)によるものが頗る多かったように思う。現在
の方がはるかに Sexの記事が氾濫しているにもかかわ
らず，昭和 20年代後半の方が多かったのは奈辺にその
理由があるのか興味ある問題である。
性的な問題といえば， 急性淋疾は昭和 30年代に入る
と明らかに減少した。これは赤線廃止などと関係がある
と思われるが，単純に淋疾の絶対数の減少とはいい得な
いにしても，市内第 l線の臨床医家の印象でも同様であ
った。ところが， 昭和 40年前後になって， 京葉工業地
帯として当市が世の注目を集め，また千葉港に外航貨物
船が出入するようになるといささかその状況は変化して
来た。すなわち新鮮な急性淋が折々外来に来るようにな
って来たのである。中には青い眼の船員も混じってい
る。 しかもこれら船員の淋疾は何とも治療に困ること
に，一つの診療施設を訪れると次はもう僻遠の地に旅立
ってしまい，治療経過は追えず，また当人も恐らく急性
症状さえとれれば治療を受けないので，淋疾撲滅の上か
らもはなはだ問題である。これは恐らく世界的な問題で
あろう。またこれら性病は発生屈を保健所に提出するの
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であるが，時としてこれがために一一保健婦の出張調査
のために一一家庭争議が起こり，外来担当医が患者に怒
鳴られるといったアクシデントも見られた。
またかかる淋疾患者を治療し，やっとよくなって来た
と思う頃に，また爆発的に悪化を見せ，不審に思って問
い正すとまた遊びに行って来たことを平然と語り，しか
も， どうせ毎月健康保険で給料から天引きされるし，薬
はタダだからとうそぶくものがあり，これには全く呆れ
ると共に，思わず怒鳴りつけたこともあった。さすがに
最近はこんな手合は見られなくなったようである。
同じく昭和 35年前後になると団地の出現， 各種週刊
誌の繁栄を見るようになる。そしてそのすべてが週刊誌
の影響ではないにしてもいわゆる団地ママが幼児の 
Penisが小さいとか，包茎であるとかいって心配して訪
れることが極めて多くなった。中には父親(つまり夫)
も連れ添って来ているものが見られ，かかる例では例外
なく夫人の方が沼々と弁じ立て，物心ついた子供はオド
オドし，そして父親もまたもじもじしてそばに立ってい
るのが常である。当時は「書きますわよ」などという語
が流行しており，女権の著しい拡大と規をーにしていた
と思う。中には生後 2"， 3ヵ月の子を包茎として受診さ
せるものもあってわれわれを驚かせた。しかもかかるも
のはほとんど例外なく団地ママであって，その心配のよ
って来たるところを 2"， 3問い正して見ると，多くが女
性週刊誌によるもので，また多くは各自購入相互交換に
よってその方面の知識の充実につとめているようであっ
た。当今ますます女性上位などといわれてはいるが，こ
れまた最近はかかる患者はほとんどなしその時代に限
られていたのも面白い。このような母親に育てられた男
児がその後どのような子になるかは興味ある課題である
が，これはわれわれには追究し得ない。
そしてまたこの時代には男性一一しかも中年のものが
多かったがーーもまた Penisの大をあこがれたらしく，
東京繁華街の美容整形医のもとで，何やら注入してもら
ったものがしばしば現われた。中には他の症状で訪れ， 
Penisの具合は満足というものもあったが，多くはこの
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注入法により醜悪となりかつまた実用上も極めて苦痛が
あるためにその除去を希望するもので，まことに様々な
意味で嘆かわしく思われた。こんな症例の治療を何も大
学でやる必要は全くないとは思いつつも，当時は他に適
当な医家もなく，止むなく数時間もかかつてこれを除去
したこともあって，患者の見栄というか意志の弱さとい
うかに腹立たしく，またこれを行なっている医師に対し
て大いに憤りを覚えたものである。その後このような例
は余り見られなくなったのは注入を受けるものが少なく
なったのか，または方法の進歩があったのであろうか。
最近は泌尿器科領域でも結核が著しく減少しており，
殊に勝脱鏡的に典型的な結核結節を見出すのは稀であ
る。以前は下腹部に懐炉のための色素沈着を認めるもの
が折々見られ，このような例では病歴を聴かなくとも難
治性の勝脱炎一一少なからざる%において結核性一ーと
見当をつけられた。しかし最近はこのような例はほとん
ど見られなくなったが，大体懐炉などがおよそ流行に遠
いものであろう。またそういえば灸の跡も最近は稀で
ある。このように難治性の勝脱炎の中から結核を発見す
ることが少なくなったのは，一つはストレプトマイシン
やカナマイシンなどの抗結核性薬剤が，極めて簡単に
一一つまり結核を全く想起さえしなくとも一一用い得る
ようになったことに大きな原因があると思われる。つま
り，粘膜の結核には劇的に有効のこれらの薬剤を無反省
に用いる結果，腎結核の唯一の症状である勝脱炎がいと
も容易に無症状となり，その結果，腎の病変のみは進行
するといった不幸な結果が少なからずあるようで，以前
は比較的早期の腎結核がかなりの%に見られたのに，最
近は腎結核といえば例外なくー側腎のすべてが冒されつ
くしたもののみが見られるように思われる。進歩した薬
剤が何の制限もなく用いられるのははなはだよいことに
は違いないが，そのかげには時としてかかる悪い面もか
くれていることに注意を払う要があろう。
われわれの領域で、は男子不妊の問題が一つのトピック
となっており，教室でも片山講師ほか多くの人々がこの
研究にとり組んで、いる。問題の性質上，特に個人の秘密
ということが遵守されなければならないので，中々臨床
効果の判定にも苦心を要する。しばしば，治療成績検討
のため妊字率やら挙子やらを調査するわけであるが，中
には事前の検査から見て絶対的に不妊であるはずの人か
ら「一児を得，貴科治療のおかげと家内ともども常日頃
感謝している」旨の回答を得ることがあり，何とも不可
思議なことと疑問に思いつつも，それ以上の追究もなし
得ず，ひそかにその家族の幸福を祈ることもある。これ
また当科の特殊性を思わせるエピソードであろう。
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